
 

 

 

 

 

感動的な卒業式を終えて３週間たちます。生徒会立会演説会もありました。１，２年生のみな

さんは、来年度に向けて心の準備を始めていますか。４月には、それぞれの小学校の卒業生を東

中学校に迎え入れます。自信をもって後輩を迎え入れられるように、入学式には新たな決意をも

って臨めるようにしましょう。 

 

これからの東中学校は、私たちに任せろ!! ～前期生徒会役員選挙～ 

3 月 21 日(火) 生徒会役員選挙立会演説会を行いました。生徒会長に 1 名、役員に 7 名の立候

補がありました。それぞれの立候補者が「東中学校をこうしたい、よりよい学校にしたい」とい

う思いをもって演説に臨みました。生徒たちは立候補者の思いのこもった演説を聞き、真剣に東

中学校の将来について考える機会となりました。 

生徒会では、2 年前に「チーム東中」を呼びかけて以来、「東中ファミリー」「東中ハート」と

進化を続けてきました。「チーム東中」では、全校生徒が気持ちを一つにして生活していこうと

呼びかけました。「東中ファミリー」では、全校生徒一人ひとりが家族のような思いやりをもっ

て、縦横の連携を強めていこうと呼びかけました。「東中ハート」では、さらに正しい選択、ど

んなことにも全力で挑戦、思いやり助け合える心を大切に、一人ひとりが自らを高めていこうと

呼びかけました。 

そして、今回の立会演説会では、会長候補から「東中サークル」が掲げられ、その中に「丸」

「輪」「和」「仲間」の意味を込め、全校生徒に呼びかけました。新生徒会が発足して行う生徒集

会で発表される活動方針が楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 中 だ よ り Ｎｏ.２１ 

文責：高橋 泰 

会 長  麓  凱生 (2-2) 

役 員  後藤 ユリ (2-4) 

     坪山  蒼  (2-5) 

  林口 和磨 (2-5) 

     小島萌々果 (2-2) 

     仲野 花優 (2-2) 

     祖父江莉子 (2-5) 

前期生徒会のメンバー 



１年 ＨＧＳウォーク 『Ｍemory of Best Friends ～僕らの友情 神ってる～』 

 3 月 8 日(水) 1 年生がＨＧＳウォークを実施しました。今年は三ヶ根山頂から西尾市内を通

って東中まで約 25.5km の行程でした。ほぼ全員が完歩できました。来年度はみどりの学校のキ

ャンプ地が変更されることから、例年行っている山歩きができません。そこで、山下りから体験

できるこのコースになりました。三ヶ根山頂で行った出発式では、記念行事として「Memory of 

Balloon」を行いました。風船にクラスの願いを込めてバルーンリリースを行いました。また、

途中日差しが強かったり風が強かったりしましたが、皆が声をかけ合いながら、歩ききりました。

信号待ちで班が分断されても先に行った者が待っていたり、互いに声を掛け合ったり、あらため

て絆への意識、団結力の強さを感じました。そして、ゴールした後には、保護者の方々の愛情の

こもった豚汁が待っていました。とてもおいしく、おかわりを何杯もする生徒もいました。あり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜最近の表彰の記録＞ 

▼全日本中学軟式野球碧南市予選 
○2－0 対西端中、●0－1 対碧南中 
●0－1 対新川中、●1－4 対中央中 

 
▼碧南市剣道選手権大会 
   男子団体の部   優勝 
      個人の部   優勝 鈴木大生 
               ３位  平澤瑛司 
   女子団体の部   優勝 
      個人の部   ２位  杉 美咲 
                  ３位 高橋はづき 

▼刈谷市春季水泳競技大会 
   50ｍ自由形      1 位 中川結衣 
   200ｍ個人メドレー 2 位 中川結衣 
   50ｍバタフライ    2 位 渡邊俊也 
   100ｍバタフライ   3 位 渡邊俊也 
   50ｍ背泳ぎ      2 位 横山好誠 
 
▼男子バスケットボール１年生大会 １勝５敗 
 
▼女子バスケットボール１年生大会 ３勝３敗 

 ＨＧＳウォークで学んだことは、最初に何も

考えずにペースを上げてしまい、後半ガチで

疲れて倒れそうになったことです。もっとペー

スをしっかり考えてやればよかったなと思いま

した。自分が疲れて元気なくテンションが低

かった時、まわりの友達が「大丈夫か？」「歌

を歌えば元気出るぞ！」などと声をかけてく

れたことが素敵でした。おなかが減って辛い

とき、場を盛り上げようとものまねだったりしり

とりだったり、まぎらわせてくれました。また、

最後の班がゴールするとき、全員で迎えたこ

と。本当に素敵な行動で、思いやり、助け合

いがあるいい学年だなと思いました。 

横山修斗(1-3) 

 私は、一人だったらこのＨＧＳウォークを完

歩できなかったと思います。鼻血が出て一人

だけ遅れていった時も、みんなが「大丈

夫？」と心配してくれたり、励ましてくれた

り・・・。本当に仲間って大事で大切だなと思

いました。歩いている時も、他の先生と話した

り友達と楽しく話したりしてとてもいい思い出

ができました。実行委員をやって「大変だな」

と思うことはありましたが、「実行委員だけが

帰り遅くなるのはなぜ？」と思うことは一度も

ありませんでした。人生に１度だけのＨＧＳウ

ォークを手伝うことができて、うれしかったで

す。 

大川愛実(1-4) 


